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英語をどうする

◆ 「小学校英語」をめぐって

　日本の公立小学校で英語を教科とするべきかどうかとい

う議論が盛んになっています。このテーマで、パネルディス

カッションがあり、パネラーとして参加しました。

　ほかの二人のパネラーは、東京インターナショナルスクー

ルの創立者坪谷郁子さんと、東京コミュニティスクール校長

の市川力さんです。坪谷さんは、英語を通して生きることの

意味を教える国際教育活動を 20年以上続け、600校をこえ

る学校で採用されている小学校の英語活動用のプログラム

を書いた人、市川さんは、アメリカで 13年間日本人の子ど

もたちを教え、英語教育についての本も著している人です。

私は、アメリカの学校で外国語として日本語を教えていた経

験があり、私の学校ではすでに英語を教科として教えていま

す。パネラーの顔ぶれを見て、多くの参加者は、討論が「英

語を教科として実施することを積極的に勧めよう」という方

向に進むだろうとと予想しておられたようです。主催者は、

賛成と反対の対立する意見が主張されて、活発な応酬が行わ

れることを期待していたかもしれません。

　しかし、実際は、パネラー三人の意見はあまりちがってい

ませんでした。三人とも、生活で英語を使う必要がなく、十

分にトレーニングされた先生があまりいない状況で、週に１

回か２回の授業を一律に始めることには疑問を感じていま

した。教科としての英語を積極的に推進しようとしている人

たちは、英語教育の現場をあまりよく知らないのではないか

という心配も共通でした。実際に子どもたちを教える経験を

積んだ人は同じような考えになってしまうようだと思いま

した。

　毎年、夏には、全国の私立小学校の先生たちが集まって

研究会を開きます。私立学校の中には、すでに英語などの

外国語を教科として実施している学校がたくさんあります。

そこでも、小学校の外国語教育をどう評価するかが話題に

なりました。どこの学校でも、小さいうちに外国語にふれさ

せ、外国の文化に関心を持たせることの意味は認めています

が、実際的なコミュニケーションの力をつけるということに

関しては、100％の自信を持てないというのが本音のようで
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